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１．研究計画の概要 

青森岩手県境に実在する産業廃棄物
不法投棄現場は灌漑用水と生活用水の水源
地上流にあり、水質汚濁に伴う周辺住民の不
安が高まっている。本研究は、農地に生じ
る農業生産或いは生産環境への悪影響
について、実態の把握と低減化手法を開
発するものである。具体的には、以下を
実施する。 

(1)現場周辺における環境水と灌漑水中の
臭素酸ｲｵﾝ及び臭化物ｲｵﾝ濃度等を同時にモ
ニタリングし、ハロゲン濃度を形態別に空間
分布と経時変化を把握することで、汚染状況
の解明と汚染の拡散状況を検討する。 

(2) 灌漑用水中の臭素酸ｲｵﾝ等が農作物の
生育に与える影響については、既往の研究が
ほとんど無く、本研究においてコマツナポッ
ト栽培試験により、栽培実験手法や栽培条件
を確立し、成長阻害を引き起こすかどうかに
ついて、人間の摂取基準がある臭素酸を重点
的に検討する。現場下流は水田が多いことか
ら、水稲を用いた検討も試みる。 
(3) 現場では揮発性有機化合物(VOC)によ

る地下水汚染も深刻であり、周辺環境の汚染
を発生源で防止するための処理技術の開発
を行う。本研究では 100mg/L 以上の高濃度で
現場地下水中に存在するジクロロメタン
(DCM 等)の VOC について、電気エネルギーの
先端利用技術である高速パルスパワーを用
いた水中放電現象を応用することにより、対
象物質の分解と水相からの分離の効率化を
行う。ビーカーサイズの処理装置（バッチ式）
を作成し、効率的な処理が可能な条件を評価
するとともに実用化に向けた改良を行う。こ
の際、水中放電に伴う副生成物の検討も行う。 

 
２．研究の進捗状況 
(1)不法投棄現場周辺環境水の無機態臭
素・ヨウ素を形態別にモニタリングした
結果、臭素酸ｲｵﾝは、平成20年度に水道
水質基準を上回る濃度で青森県側浸出
水処理施設の放流水から検出された。平
成21年度以降、処理施設でオゾン処理が
停止されるとともに検出されなくなっ
た。ヨウ素酸ｲｵﾝは臭素酸ｲｵﾝよりも同じ
処理施設の放流水で高濃度であったが、
同様に濃度が低下し平成22年度はほと
んど検出されなくなった。またヨウ素酸
は岩手側の井戸でも検出され、廃棄物に
由来する井戸も示唆された。常温保管し
ていた青森側の19年度サンプルでは、臭
素酸ｲｵﾝはが検出されたが、20年度より
も低く保管中の形態変化が考えられた。 
(2)無機態の臭素、ヨウ素がコマツナの
成長に及ぼす影響をポット土壌栽培に
より検討した。人工土壌において苗の状
態で数十mg/L以上の臭素酸ｲｵﾝに曝露さ
れると体高、乾燥重量ともに減少し成長
阻害作用を示した。50mg/L以上のヨウ化
物ｲｵﾝには成長抑制効果があり、濃度の
上昇とともに抑制割合は大きくなった。
ヨウ素酸ｲｵﾝでは、成長阻害作用は
200mg/Lの曝露濃度まであらわれず、臭
素酸ｲｵﾝと大きく異なった。ヨウ素の場
合、土壌（赤玉土、クロボク土）による
差異はみられなかった。 
(3)水中気泡内放電によって有機染料の
脱色が可能なビーカーサイズの高圧パ
ルス電源とリアクタシステムを開発し
た。現場で問題となっている DCM 処理に
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おいて、除去率は 90%ほどであり酸素の
ほうがｱﾙｺﾞﾝよりもわずかによく、分解
率はｱﾙｺﾞﾝのほうが酸素よりも良いこと
がわかった。これは、ｵｿﾞﾝよりも OH ﾗｼﾞ
ｶﾙの効果が高いことを示唆し、ｱﾙｺﾞﾝで
は OH ﾗｼﾞｶﾙの生成量が多いためであるこ
とがわかった。新たな環境基準健康項目と
なった 1,4 ジオキサンについても、ｱﾙｺﾞﾝが
酸素よりも分解効率がよかった。  
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 不法投棄現場周辺の水質モニタリングに
ついては、計画通り実施出来ている。灌漑用
水中の無機態臭素がコマツナの生育に与え
る影響についてもほぼ順調進行し、ヨウ素に
ついては当初計画に無く計画以上に進展さ
せることが出来た。臭素酸について、実際の
圃場土壌については枯死したため定量的デ
ータが無く今年度再実験する。水中放電によ
る DCM含有廃水についても電源とリアクタの
作成は出来ているが、導入ガスの種類など効
率の良い処理のための電源改良や実用化に
向けた線-線電極などのリアクタ改良の検討
事項が増加したが、着実に進展している。1,4
ｼﾞｵｷｻﾝについては当初計画に無く計画以上
の進展でもある。 
 
４．今後の研究の推進方策 

(1)最終年度である 23年度も不法投棄現場
周辺の環境水の水質のモニタリングを行う。
モニタリング結果より臭素の影響を受けや
すい地域や季節を特定することを試みる。 
(2)灌漑用水中の臭素酸ｲｵﾝが、コマツナに成
長阻害を引き起こすことについて、改良した
ポット栽培試験により定量的に評価する。ま
た、稲についても臭素酸の影響の評価を試み
る。 
(3)既に開発・作成した水中放電を用いた水
処理リアクタで VOC のうち DCM について、発
熱防止など分解効率を上げるための条件や
反応副生成物について 23 年度も検討する。
VOC としてトリクロロエチレンについても検
討を試みる。 
 以上をとりまとめ、モニタリング手法を含
めた灌漑水汚染に対する危機管理手法の提
言を試みる予定である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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